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本庄市農業委員会だより

おもな内容

平成 30年５月 15日発行

竹内幸太郎さん・玉江さんご夫婦
（本庄市児玉町小平）

本庄市は小平地区をはじめとした地域でたまねぎを生産しています。

この時期ならではの甘くてみずみずしい新たまねぎをぜひ召し上がってください。

（血液サラサラ効果も期待できますよ。）

竹内さんからは「とても甘いから、薄切りにして水にさらさなくても生で食べられるし、

天ぷらにしたらもっと甘くなるよ」とレシピアドバイスをいただきました。

これからもお元気で、おいしい玉ねぎをつくってくださいね。

新たまねぎのシーズンです

本庄本庄本庄
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本
庄
市
農
業
委
員
会
だ
よ
り
「
本
庄
あ
ぐ
り

じ
ゃ
ー
な
る
」
の
創
刊
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

平
素
よ
り
、
本
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の

振
興
に
ご
尽
力
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
そ
の
一
方
で
、
新
た
な
農
業
委
員
会
制
度

に
お
い
て
は
、担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集
積
・

集
約
化
、
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消
、
新

規
参
入
の
促
進
等
、
更
な
る
役
割
が
大
い
に
期

待
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
市
と
致
し
ま
し
て
も
、
農
業
委
員
会
の
皆

様
と
一
体
と
な
り
、
農
地
利
用
等
に
つ
い
て
更

に
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
と
と
も

に
、
本
市
農
業
の
振
興
、「
農
業
の
強
靭
化
」

に
向
け
て
、
本
庄
野
菜
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
は
じ

め
、
様
々
な
取
り
組
み
に
も
鋭
意
、
努
め
て
参

る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
委
員
各
位
に
お

か
れ
ま
し
て
も
、
な
お
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

創
刊
号
発
行
に
よ
せ
て

　
　  

本
庄
市
長

　 

　
　
吉
田
　
信
解

　

新
緑
の
色
ま
す
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
。
日
頃
よ
り
本
市
の
農
業
委
員
会
活
動
に
格
別

の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

こ
の
度
、
平
成
30
年
２
月
９
日
の
農
業
委
員
の

任
期
満
了
に
伴
い
、２
月
10
日
の
総
会
に
お
い
て
、

会
長
の
重
責
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
身
が

引
き
締
ま
る
思
い
と
共
に
、
改
め
て
任
務
の
重
大

さ
、
責
任
の
大
き
さ
を
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
本
庄
市
農
業
委
員
会
は
、
農
業
委
員
等

に
関
す
る
法
律
が
改
正
さ
れ
、
新
た
な
選
出
方
法

に
よ
り
、
19
名
の
農
業
委
員
が
市
長
か
ら
任
命
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
新
た
に
25
名
の
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
を
２
月
26
日
に
委
嘱
し
、
新
体
制

の
も
と
３
年
間
の
任
期
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

本
市
は
、
肥
沃
な
農
地
に
恵
ま
れ
、
首
都
圏
の

主
要
な
農
産
物
の
産
地
と
し
て
野
菜
、
果
実
、
花

卉
な
ど
の
栽
培
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

他
方
で
は
、
農
業
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
な

ど
に
よ
り
、
農
家
戸
数
の
減
少
な
ど
が
懸
念
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　

今
後
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
応
し
て
い
く
た
め

に
、
農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の

相
互
が
的
確
に
機
能
・
連
携
し
、
農
地
の
有
効
利

用
を
図
る
と
共
に
、
担
い
手
の
育
成
、
支
援
な
ど

に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
庄
市
農
業
委
員
会
は
、
関
係
機
関
、
団
体
等

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
農
業
委
員
と
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
が
一
致
協
力
し
て
、
農
業
委
員

会
の
使
命
で
あ
り
ま
す
「
農
地
利
用
の
最
適
化
」

に
向
け
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、
本
庄
市
の
掲
げ

る
「
農
業
の
強
靭
化
」
に
最
大
限
の
協
力
を
し
て

ま
い
る
所
存
で
す
の
で
、
引
き
続
き
皆
様
方
の
な

お
一
層
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ

本
庄
市
農
業
委
員
会
会
長

　
　
　
　
　
田
端
　
講
一

　

今
ま
で
選
挙
制
と
市
長
の
選
任

制
を
併
用
し
て
、
農
業
委
員
を
選

出
し
て
い
ま
し
た
が
、
改
正
後

は
、
市
議
会
の
同
意
を
得
た
上
で

の
市
長
の
任
命
制
に
変
更
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
地
域
の
農
業
を
リ
ー

ド
す
る
担
い
手
が
透
明
な
プ
ロ
セ

ス
を
経
て
、
確
実
に
農
業
委
員
に

就
任
す
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
改

正
で
す
。
ま
た
、
選
出
方
法
の
変

更
な
ど
に
よ
り
、
農
業
委
員
の
法

定
上
限
数
に
つ
い
て
も
改
正
さ

れ
、
さ
ら
に
は
、
農
業
委
員
の
構

成
要
件
も
規
定
さ
れ
ま
し
た
。
具

体
的
に
は
、
法
定
要
件
と
し
て
、

認
定
農
業
者
が
農
業
委
員
の
過
半

数
を
占
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
や
利
害
関
係
を
有
し
な
い
者
を

含
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が

規
定
さ
れ
、
さ
ら
に
、
配
慮
要
件

と
し
て
、
農
業
委
員
の
年
齢
、
性

別
等
に
著
し
い
偏
り
が
生
じ
な
い

よ
う
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
が
規
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
ま
で
任
意
業
務
で
あ
っ
た

「
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
・
集
約

化
や
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
・

解
消
」
が
、
改
正
後
は
、
「
農
地

利
用
の
最
適
化
の
推
進
」
と
し

て
、
必
須
業
務
に
位
置
づ
け
ら
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
農
業
委
員

会
は
、
許
認
可
業
務
だ
け
で
な

く
、
農
地
利
用
の
最
適
化
の
推
進

を
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
べ

き
こ
と
が
改
正
法
に
よ
り
強
固
に

位
置
づ
け
ら
れ
た
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

所
掌
事
務
で
必
須
業
務
に
位
置

づ
け
ら
れ
た
農
地
利
用
等
の
最
適

化
の
推
進
業
務
の
う
ち
、
農
家
へ

の
戸
別
訪
問
な
ど
の
現
場
活
動
を

中
心
と
し
た
取
り
組
み
を
担
当
す

る
た
め
に
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
身

分
的
に
は
、
農
業
委
員
と
同
様
に

非
常
勤
の
特
別
職
と
な
り
ま
す
。

　

本
庄
市
農
業
委
員
会
で
は
、
農

業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
が
協
力
し
合
い
、
農
地
利
用

の
最
適
化
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
が
大
き
く
か
わ
り
ま
し
た

農
業
委
員
の
選
出
方
法

農
業
委
員
の
選
出
方
法

農
業
委
員
の
選
出
方
法

農
業
委
員
会
の
所
掌
事
務

農
業
委
員
会
の
所
掌
事
務

農
業
委
員
会
の
所
掌
事
務

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
の
新
設

員
の
新
設

員
の
新
設

新しい農業委員会の体制新しい農農農いい新し新 員会の体制制体の 制体の会会員業委員員委業 員委業

農業委員

農地中間管理機構

●　委員会に出席し審議して、最終的に
　合議体として決定することが主体
　（これに加えて、現場活動を行うことは可能）

　●　担当地域において、現場活動を行う　

連 携

●　農地等の利用の最適化の推進に関する
　指針の策定・変更

●　推進委員として意見を述べる
必ず推進委員の
意見を聴かなけ
ればならない

推進委員に総会等
への出席を求める
ことができる

推進委員の希望で
総会等に出席する
ことができる

●　推進委員として意見を述べる

●　推進委員として意見を述べる

●　指針を踏まえて現場活動を行う

●　農地等の権利移動の許可、農用地利用
　集積計画の決定

●　農地転用許可に当たって、具申すべき意見
　の決定

●　農地等の利用の最適化の推進に関する
　施策について、提出する意見の決定

農地利用最適化推進委員

連 携 連 携

こんなときには、お近くの農業委員・農地利用最適化推進委員にご相談ください

○　耕作する農地を増やして、経営拡大をしたい

○　耕作していない農地があるようだ。このままでは荒れてしまうが

　　どうしたらよいのかわからない

○　親から相続した農地だけど、自分は勤めていて農業ができない

　　　　　　　　　　　　　　などなど、農地や農業に関するご相談はお気軽にご連絡ください。
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仁手地区
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児玉地区

共和地区

金屋地区

秋平地区

本泉地区

旭地区

藤田地区
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農業委員・農地利用最適化推進委員
　　　　　　　　　　　　を紹介します

【農】 農業委員　【推】 農地利用最適化推進委員

共和地区

藤田地区

児玉地区

旭地区

仁手地区

秋平地区

本泉地区

金屋地区

北泉地区

※中立委員　平成 28年の法改正により中立委員が新しく任命されることになりました。
　これは、農業委員会が、農地等の権利移動の許可や農地転用の許可を行う場合、公平公正な判断が求められることから、　 
　委員会の意思決定に農業分野以外の者の意見を反映させるため、農業委員会の所掌に属する事項に関し、利害関係を有し 
　ない者が含まれるようにしなければならないとされたためです。

【農】 坂爪　裕
蛭川 下真下 共栄 上真下
090-2722-2574

【農】 小川　忠
鵜森 牧西 傍示堂 小和瀬
090-2249-9359

【農】 宮部　延一
児玉小通り南　児玉南区画整理
0495-72-0214

【農】 茂木　伸夫
仁手 下仁手

0495-21-5585

【農】 塩原　廣一
都島 山王堂 沼和田
杉山 新井 三友
0495-24-0418

【農】 坂本　靜枝
太駄 河内 稲沢 元田
0495-78-0306

【農】 福田　光男
秋山 風洞 東小平 西小平
0495-72-3777

【農】 田端 講一
金屋 長沖 高柳
090-2721-5029

【農】 立石　勝義
本田 新田原

栗崎 西五十子 東五十子
0495-21-3277

【農】 清水　茂則
塩谷 保木野 田端
090-4942-9553

【農】 浅見　精治
久下塚 東富田
四方田 西今井
0495-21-6846

【農】 吉田　功
飯倉 宮内

0495-72-3117

【農】 鈴木　広子
西富田 東今井 共栄
0495-21-6762

【推】 倉林　永次
金屋 長沖 高柳
0495-72-1228

【推】  飯島　和憲
本田 新田原

栗崎 西五十子 東五十子
0495-21-5182

【推】 奥原　定雄
塩谷 保木野 田端
0495-72-1538

【推】  鯨井　雅吏
久下塚 東富田
四方田 西今井
090-6105-0285

【推】 鈴木　良美
飯倉 宮内

0495-72-1525

【推】  笠原　正一
西富田 東今井 共栄
090-2214-4573

【農】 池田 稔
吉田林 入浅見 下浅見 高関
0495-72-1146

【農】 前原　喜夫
宮戸 堀田 滝瀬
0495-22-2886

【農】 永尾　路子
児玉小通り北
0495-72-0047
※中立委員

【農】 坂上　佳久
久々宇 田中 上仁手
090-1616-4767

【農】 茂木　悟
小島 小島南
万年寺 下野堂
090-4617-9266

【推】 倉林　正
太駄

0495-78-0868

【推】 清水　文夫
秋山 風洞

0495-72-2385

【推】 黒沢　豊
蛭川 下真下

090-9365-3073

【推】 内田　徳晃
鵜森 牧西

0495-22-2936

【推】 田島　勇扇
児玉小通り南　児玉南区画整理
0495-72-2568

【推】 福島　一
仁手 下仁手

0495-21-0739

【推】 戸塚　毅
都島 山王堂 沼和田
杉山 新井 三友
0495-21-4393

【推】 木村　文子
河内 稲沢 元田
0495-72-3739

【推】 福島　清次
東小平

090-4744-0866

【推】 新井　明夫
共栄 上真下
0495-72-5218

【推】 齊藤　好幸
傍示堂 小和瀬
080-5193-8273

【推】 武政　恒雄
児玉小通り北
0495-72-2587

【推】 八木　弘
久々宇 田中 上仁手
090-2454-0142

【推】 亀田伸一郎
小島 小島南
万年寺 下野堂
0495-22-2089

【推】 間正　始
西小平

0495-72-3241

【推】 斉藤　勇
吉田林 入浅見 下浅見 高関
0495-72-1798

【推】 久米　正夫
宮戸 堀田 滝瀬
090-2635-9236

本庄地区

【農】 細野　俊文
東部 西部

0495-21-5207

【推】 細野林之助
東部

0495-24-1394

【推】 𠮷岡　昭
西部

090-2674-9541
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平成30年度　農地の貸借売買等意向調査票 みんなで遊休農地を発生させないように取り組みましょう

　本庄市農業委員会では７月から８月にかけて、遊休農地の調査や違反転用の発生防止などを目的として農

地パトロールを実施します。

　雑草が繁茂している遊休農地は病害虫の発生源となって周辺農地に悪影響を与えるほか、不法投棄された

り火災や防犯上の危険など様々な問題が生じる原因となります。遊休農地を所有している方は早急に耕作の

再開、または草刈り・耕起などの維持管理をしていただくようお願いします。

　
①
過
去
１
年
以
上
に
わ
た
っ

て
耕
作
さ
れ
て
お
ら
ず
、
か

つ
、
今
後
も
耕
作
さ
れ
る
見
込

み
が
な
い

　
②
周
辺
地
域
の
農
地
と
比
較

し
て
、
利
用
の
程
度
が
著
し
く

劣
っ
て
い
る
農
地
で
す
。

　
ご
自
身
で
耕
作
が
で
き
な
い

場
合
は
、
農
業
委
員
会
で
借
り

手
や
買
い
手
を
あ
っ
せ
ん
し
ま

す
の
で
、
７
ペ
ー
ジ
の
平
成
30

年
度
農
地
の
貸
借
売
買
等
意
向

調
査
票
を
切
り
取
っ
て
い
た
だ

き
、
ご
記
入
の
う
え
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
（
毎
年
の
提
出
を

お
願
い
し
ま
す
。
）

　
な
お
、
遊
休
農
地
を
そ
の
ま

ま
放
置
し
た
場
合
は
、
農
業
委

員
会
か
ら
指
導
が
行
わ
れ
る
ほ

か
、
固
定
資
産
税
年
税
額
が
増

大
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

遊
休
農
地
と
は

遊
休
農
地
と
は

遊
休
農
地
と
は

昨年のパトロールの様子

このようなときは農業委員会へ手続きをしてください
農地の権利を移動するとき
・農地を購入して経営を拡大するには許可が必要です。
・相続（遺産分割・包括遺贈含む）等で、農地法の許可を要さずに
  農地の権利を取得した方は、届出が必要です。

自分の所有する農地を自分の名義のまま農地以外のものにするとき
・農地法４条による手続きが必要です。

自分の所有する農地を第３者が農地以外のものにするとき
・農地法５条による手続きが必要です。
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ポ
イ
ン
ト
①

　
減
化
学
肥
料
へ
の
取
組
み
、
安
全
安
心
な

野
菜
の
栽
培
を
し
て
い
ま
す
。

　

毎
年
、
土
質
調
査
を
実
施
し
、
調
査
結
果

に
基
づ
い
た
配
合
の
肥
料
を
準
備
し
、
有
機

物
を
多
く
含
ん
だ
肥
料
で
の
栽
培
に
取
組
ん

で
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
甘
み
が
増

し
た
き
ゅ
う
り
と
な
り
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
②

　
朝
ど
り
出
荷
を
し
て
い
ま
す
。

　

朝
収
穫
し
、
最
短
で
当
日
の
夕
方
、
遅
く

と
も
翌
日
に
は
消
費
者
の
皆
様
に
お
届
け
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

　

こ
れ
は
、
首
都
圏
の
主
要
き
ゅ
う
り
生
産

地
と
し
て
の
強
み
の
ひ
と
つ
で
、
市
場
で
も

高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
③

　
若
手
農
家
が
、
研
究
会
を
設
け
、
減
化
学

肥
料
の
き
ゅ
う
り
栽
培
の
研
究
に
熱
心
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

全
国
的
に
離
農
が
進
む
中
、
担
い
手
が
積

極
的
に
研
究
・
改
良
を
進
め
て
お
り
、
将
来

的
に
も
首
都
圏
に
安
定
し
て
美
味
し
い
き
ゅ

う
り
を
届
け
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
本
庄
き
ゅ
う
り
」
野
菜
梱
包
用
フ
ィ
ル

ム
が
作
成
さ
れ
ま
し
た

　

本
庄
市
の
地
区
野
菜
一
元
出
荷
協
議
会
胡

瓜
部
会
（
会
長
・
久
米
原
久
仁
夫
氏
）
で

は
、
出
荷
時
に
使
用
し
て
き
た
包
装
用
フ
ィ

ル
ム
を
一
か
ら
見
直
し
、
産
地
と
消
費
者
を

つ
な
げ
る
取
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

　

包
装
の
表
記
を
「
埼
玉
き
ゅ
う
り
」
か
ら

「
本
庄
き
ゅ
う
り
」
に
変
更
し
、
併
せ
て
地

元
の
人
気
マ
ス
コ
ッ
ト
「
は
に
ぽ
ん
（
ゆ
る

キ
ャ
ラ
®
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１
６
で
第
２

位
）
」
を
取
り
入
れ
、
本
庄
産
で
あ
る
こ
と

を
明
確
に
す
る
デ
ザ
イ
ン
に
一
新
し
ま
し

た
。

　

会
長
さ
ん
は
「
包
装
フ
ィ
ル
ム
は
目
立
つ

存
在
で
は
な
い
が
、
本
庄
産
き
ゅ
う
り
を
支

持
し
て
く
れ
る
消
費
者
が
手
に
取
っ
た
際
に

ホ
ッ
と
で
き
、
楽
し
い
気
持
ち
に
な
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
関
係
者
（
胡
瓜
部
会
、
Ｊ
Ａ
、

本
庄
市
）
が
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合
っ
て

作
成
し
た
。
多
く
の
消
費
者
に
、
本
庄
の

き
ゅ
う
り
生
産
者
の
気
持
ち
が
届
け
ば
嬉
し

い
。
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

緑
深
い
青
葉
の
頃
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
度
、
創
刊
号
「
本
庄
あ

ぐ
り
じ
ゃ
ー
な
る
」
を
刊
行
い
た

し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
お
手
に
と
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
回
の
内
容
は
、
農
業
委
員
会

法
の
改
正
や
農
業
委
員
・
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
の
紹
介
を
メ

イ
ン
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ

ろ
で
す
。

　

農
地
や
農
業
に
関
す
る
ご
相
談

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　

次
号
か
ら
は
、
元
気
な
農
業
者

の
方
や
本
庄
野
菜
の
紹
介
な
ど
も

掲
載
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
愛
読

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
広
報
広
聴
委
員
会

　

委
員
長　
　
　

田
端　

講
一

　

副
委
員
長　
　

細
野　

俊
文

　

委　

員　
　
　

𠮷
岡　
　

昭

　
　

〃　
　
　
　

小
川　
　

忠

　
　

〃　
　
　
　

坂
上　

佳
久

　
　

〃　
　
　
　

亀
田
伸
一
郎

　
　

〃　
　
　
　

鯨
井　

雅
吏

　
　

〃　
　
　
　

永
尾　

路
子

　
　

〃　
　
　
　

奥
原　

定
雄

　
　

〃　
　
　
　

福
田　

光
男

　
　

〃　
　
　
　

坂
本　

靜
枝

　
　

〃　
　
　
　

池
田　
　

稔

本
庄
野
菜
を
紹
介
し
ま
す

編
集
後
記

今
回
紹
介
す
る
も
の
は
、

今
回
紹
介
す
る
も
の
は
、

今
回
紹
介
す
る
も
の
は
、

「
本
庄
き
ゅ
う
り
」
で
す
。

「
本
庄
き
ゅ
う
り
」
で
す
。

「
本
庄
き
ゅ
う
り
」
で
す
。

〜
き
ゅ
う
り
農
家
独
自
の
取
り
組
み
〜

〜
き
ゅ
う
り
農
家
独
自
の
取
り
組
み
〜

〜
き
ゅ
う
り
農
家
独
自
の
取
り
組
み
〜

発
行
元　
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平
成
30
年
５
月
15
日　
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９

農婚が行われました
　３月 17 日（土）児玉郡市農婚イベント事務
局主催の婚活パーティーが行われました。
　日頃より農作業で鍛えた農業に生きるたくま
しい男性 25名と素敵な女性 30名が集い、イチ
ゴの収穫や食事会を楽しみました。これをきっ
かけとして、良いご縁が結ばれることを心より
お祈り申し上げます。


